
日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集
拔
刷

二
〇
二
三
年
十
⺼
七
日
　
發
行

尾
崎
　
勤

『
封
神
演
義
』
の
改
作
に
つ
い
て



『
封
神
演
義
』
の
改
作
に
つ
い
て

一
三
七

は
じ
め
に

　

朙
代
の
章
回
小
說
『
封
神
演
義
』
全
一
百
回
に
は
文
章
を
節
略
す
る

本
が
あ

る（
１
）。

淸
末
の
鉛
印
本
で
は
第
九
十
九
回
の
神
々
の
リ
ス
ト
が
改
變
さ
れ
る（

２
）。

不
揃

い
な
雜
言
詩
を
規
則
的
な
詩
型
に
作
り
變
え
る
版
本
も
あ
る（

３
）。

し
か
し
本
稿
で
論

じ
よ
う
と
す
る
の
は
以
上
の
よ
う
な
現
存
本
に
お
け
る
末
梢
的
な
改
作
で
は
な
い
。

現
存
本
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
は
ず
の
も
っ
と
根
本
的
な
改
作
で
あ
る
。

　
『
封
神
演
義
』
の
現
存
最
古
の
版
本
は
國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫（

４
）に

藏
さ
れ
る

朙
・
金
閶
舒
氏
刊
本
で
あ
る
（
以
下
「
舒
本
」。
本
稿
に
お
け
る
『
封
神
演
義
』
の
引

用
は
舒
本
を
底
本
と
す
る
）。
だ
が
舒
本
は
『
封
神
演
義
』
最
初
の
版
本
で
は
な
く
、

同
內
容
の
底
本
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
底
本
も
最
初
の
版
本
で
は
な

く
、
底
本
に
先
立
ち
、
分
則
本
や
韻
文
・
美
文
の
數
が
少
な
い
本
が
存
在
し
た
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
古
本
と
稱
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
分
則
と
分
回
は
形
式

上
の
違
い
に
過
ぎ
ず
、
韻
文
・
美
文
が
少
な
く
て
も
話
の
筋
に
變
り
は
な
い
か
ら
、

廣
い
意
味
で
は
今
本
の
範
疇
內
に
あ
る（

５
）。『

封
神
演
義
』
に
は
廣
い
意
味
で
の
今

本
に
先
立
ち
、
內
容
が
大
き
く
異
な
る
古
本
が
存
在
し
た
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
本

稿
の
主
旨
で
あ
る
。
以
下
『
封
神
演
義
』
の
今
本
と
は
現
存
本
と
形
式
上
の
違
い

や
韻
文
・
美
文
の
數
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
登
場
人
物
は
異
な
ら

な
い
本
と
定
義
し
、
古
本
と
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
登
場
人
物
が
現
存
本
と
異
な
る
本

と
定
義
す
る
。

　

古
本
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
不
可
缺
の
史
料
は
『
封
神
演
義
』
の
先
行
作
品
二

種
、
元
刊
の
『
武
王
伐
紂
平
話
』
と
萬
曆
刊
の
『
列
國
志
傳
』
の
商
代
部
分
（
卷

一
）
で
あ
る（

６
）。

し
か
し
『
封
神
演
義
』
と
先
行
作
品
の
あ
い
だ
に
は
質
量
と
も
に

大
き
な
落
差
が
あ
る
。
量
的
に
は
『
封
神
演
義
』
は
『
武
王
伐
紂
平
話
』
と
『
列

國
志
傳
』
卷
一
の
お
よ
そ
十
七
倍（

７
）、

質
的
に
は
『
武
王
伐
紂
平
話
』
と
『
列
國
志

傳
』
が
歷
史
小
說
の
枠
內
に
收
ま
る
の
に
對
し
、『
封
神
演
義
』
は
神
仙
と
魔
術

が
入
り
亂
れ
る
神
魔
小
說
と
化
し
て
い
る
。

　

先
行
作
品
と
落
差
が
あ
る
の
は
『
三
國
志
演
義
』『
水
滸
傳
』『
西
遊
記
』
も
同

じ
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
小
說
に
は
先
行
作
品
（『
三
國
志
平
話
』『
宣
和
遺
事
』

『
大
唐
三
藏
取
經
詩
話
』）
と
の
中
閒
段
階
を
傳
え
る
史
料
（
戲
曲
、
筆
記
、
書
目
、
類

書
な
ど
）
が
種
々
殘
さ
れ
て
い
る
の
に
對
し
、『
封
神
演
義
』
に
言
及
す
る
最
古

の
史
料
は
魯
迅
『
中
國
小
說
史
略
』
が
取
り
上
げ
た
『
平
妖
傳
』
の
張
無
咎
序
を

い
ま
だ
に
遡
ら
な
い（

８
）。

遡
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
今
日
で
は
『
平
妖
傳
』
の
張
序
は

崇
禎
（
一
六
二
八
～
四
四
）
重
刊
本
で
書
き
換
え
ら
れ
て
い
て
、
泰
昌
元
年
（
一
六
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五
集

一
三
八

る
を
得
な
い
。
む
ろ
ん
す
べ
て
の
未
揭
載
者
が
未
死
者
か
未
登
場
者
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
特
に
深
い
謂
れ
の
な
い
、
單
な
る
記
載
忘
れ
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は

な
い
か
ら
だ
。
し
か
し
記
載
忘
れ
で
濟
ま
せ
て
良
い
の
は
、
記
憶
に
殘
ら
な
く
て

も
不
思
議
は
な
い
印
象
の
薄
い
人
物
に
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
重
要
人
物
に
つ
い
て

は
未
揭
載
の
理
由
が
說
朙
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
　
封
神
表
の
基
礎
的
檢
討

　

本
稿
と
原
文
の
對
照
を
便
な
ら
し
め
る
た
め
、
封
神
表
所
載
の
神
々
に
通
し
番

號
を
あ
た
え
る
。
最
初
に
淸
福
神
に
封
ぜ
ら
れ
る
栢
鑑
が
001
番
で
あ
る
。
類
ご
と

の
番
號
の
割
り
當
て
は
以
下
の
と
お
り
。

淸
福
神
001　

岳
神
002
～
007　

雷
神
008
～
032　

火
神
033
～
038　

瘟
神
039
～
045　

星
神
046
～
331
（
斗
母
046　

五
斗
星
047
～
074　

羣
星
075
～
189　

二
十
八
宿
190
～
209　

三
十
六
天
罡
210
～
245　

七
十
二
地
煞
246
～
317　

九
曜
星
318
～
326　

水
德
星
327
～
331
）　

歲
神
332
～
343　

四
聖
344
～
347　

財
神
348
～
352　

四
天
王
353
～
356　

哼
哈
二
將

357
～
358　

痘
神
359
～
365　

紫
姑
神
366
～
368　

分
水
將
軍
369　

氷
消
瓦
解
之
神

370
～
371

　

神
々
の
數
は
設
定
上
は
三
百
六
十
五
柱
だ
が
、
最
後
の
氷
消
瓦
解
之
神
（
飛
廉

と
惡
來
が
第
百
回
で
處
刑
さ
れ
て
封
ぜ
ら
れ
る
）
の
番
號
が
370
番
と
371
番
で
あ
る
こ
と

が
示
す
と
お
り
、
實
際
の
數
は
三
百
六
十
五
人
を
超
過
し
て
、
の
べ
三
百
七
十
一

人
に
上
る
。
の
べ
と
言
う
の
は
丁
策
（
第
九
十
四
回
で
死
亡
す
る
商
將
）
が
105
帝
輅

星
と
138
大
殺
星
に
重
複
し
て
封
ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
三
百
七
十
一
人
は
全
員
が
本
篇
に
登
場
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
封
神
表
の

人
名
や
類
ご
と
の
標
題
の
下
に
は
と
き
に
「
萬
仙
陣
亡
」「
皆
萬
仙
陣
」
な
ど
と

二
〇
）
原
刊
本
に
は
『
封
神
演
義
』
へ
の
言
及
が
な
い
こ
と
が
判
朙
し
て
い
る
の

で
、
む
し
ろ
後
退
し
て
い
る（

９
）。

　

し
た
が
っ
て
『
封
神
演
義
』
の
場
合
、
古
本
の
姿
は
現
存
本
か
ら
透
か
し
見
る

し
か
な
い
。
手
が
か
り
と
な
る
の
が
『
封
神
演
義
』
第
九
十
九
回
の
神
々
の
リ
ス

ト
で
あ
る
。『
封
神
演
義
』
で
は
作
中
で
死
ん
だ
登
場
人
物
た
ち
が
最
後
に
神
に

封
ぜ
ら
れ
、
そ
の
神
號
と
姓
名
が
第
九
十
九
回
に
列
擧
さ
れ
る
（
こ
の
リ
ス
ト
を

以
下
「
封
神
表
」
と
呼
ぶ（

（1
（

）。
と
こ
ろ
が
本
篇
で
死
ん
だ
は
ず
の
人
物
の
多
く
が
封

神
表
に
未
揭
載
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
（
以
下
『
封
神
演
義
』
の
「
本
篇
」
と

は
『
封
神
演
義
』
の
封
神
表
以
外
の
部
分
と
定
義
す
る
）。
こ
れ
は
彼
ら
が
本
來
登
場

し
な
い
か
、
死
な
な
い
人
物
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は

舊
稿
で
指
摘
し
た（

（1
（

。『
封
神
演
義
』
の
古
本
を
今
本
に
改
作
し
た
際
、
元
は
死
な

な
か
っ
た
人
物
を
死
な
せ
た
り
、
新
た
な
人
物
を
追
加
し
た
り
し
た
が
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
封
神
表
を
修
正
す
る
の
を
怠
っ
た
た
め
、
古
本
の
痕
跡
が
封
神
表
に
殘

っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
上
原
究
一
が
『
西
遊
記
』
第
九
十
九
回
に
揭
載
さ
れ
る
「
聖
僧
歷
難

簿
」（
三
藏
法
師
が
遭
遇
し
た
八
十
一
難
の
リ
ス
ト
）
と
『
西
遊
記
』
本
篇
の
齟
齬
を

根
據
に
『
西
遊
記
』
古
本
の
內
容
を
推
定
し
て
、
現
存
最
古
の
世
德
堂
本
が
『
西

遊
記
』
最
初
の
百
回
本
で
あ
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
。
そ
の
際
、
拙
論
を
傍
證

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
い
た（

（1
（

。
こ
れ
で
こ
の
方
法
が
㊒
效
で
あ
る
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
た
と
思
う
。
そ
こ
で
舊
稿
で
は
ア
イ
デ
ア
に
と
ど
ま
っ
た
封
神
表
に
よ
っ

て
古
本
を
推
定
す
る
試
み
に
本
稿
で
は
本
格
的
に
取
り
組
み
、『
封
神
演
義
』
の

改
作
の
歷
史
を
跡
づ
け
て
み
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
恣
意
的
に
選
ん
だ
二
、
三
の
例
で
は
な
く
、
封
神
表
の
人
名
と

本
篇
の
死
者
を
全
數
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
封
神
表
の
未
揭
載
者

に
未
死
・
未
登
場
で
は
說
朙
で
き
な
い
者
が
多
け
れ
ば
、
こ
の
方
法
は
見
直
さ
ざ



『
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作
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一
三
九

い
う
設
定
だ
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

三
百
七
十
一
人
か
ら
本
篇
未
登
場
の
二
百
十
五
人
と
登
場
す
る
が
死
の
記
述
の

な
い
十
八
人
を
引
く
と
、
殘
り
は
百
三
十
八
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
本
篇
で
死
亡

す
る
登
場
人
物
は
百
三
十
八
人
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　

附
表
は
『
封
神
演
義
』
の
本
篇
で
死
ん
だ
記
述
の
あ
る
人
物
す
べ
て
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
あ
る
。『
封
神
演
義
』
全
篇
を
二
十
八
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
分

か
ち
、
各
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
死
者
を
封
神
表
に
名
の
あ
る
者
と
名
の
な
い
者
と
に
分

け
て
擧
げ
る
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
主
と
し
て
戰
い
に
よ
っ
て
分
か
ち
、
周
が
商
の
討

伐
軍
を
迎
え
擊
つ
戰
い
は
討
伐
軍
の
總
帥
と
主
な
助
っ
人
の
名
を
用
い
て
「（
人

名
）
と
の
戰
い
」
と
稱
し
、
周
軍
の
遠
征
は
「（
地
名
）
の
戰
い
」
と
稱
す
る
。

十
一
番
目
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
鄧
九
公
と
の
戰
い
（
第
五
十
二
～
五
十
六
回
）
は
死
者

が
出
な
い
の
で
表
か
ら
省
く
。[　

]

內
の
數
字
は
死
亡
す
る
回
。
封
神
表
に
名
の

あ
る
死
者
に
は
通
し
番
號
と
神
號
を
冠
す
る
。
本
篇
と
封
神
表
で
人
名
に
異
同
が

あ
る
場
合
は
本
篇
の
表
記
を
主
と
し
て
、
封
神
表
の
表
記
を
（　

）
內
に
附
記
す

る
。
伯
邑
考
／
伯
夷
考
の
よ
う
に
本
篇
中
に
も
異
同
が
あ
る
場
合
は
歷
史
的
に
正

し
い
表
記
、
も
し
く
は
死
亡
す
る
場
面
で
使
わ
れ
る
表
記
を
採
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
體

の
人
名
に
つ
い
て
は
後
述
。

　

結
局
、『
封
神
演
義
』
の
本
篇
に
死
ん
だ
記
述
の
あ
る
人
物
は
の
べ
二
百
四
人
、

う
ち
封
神
表
に
未
揭
載
の
死
者
は
の
べ
六
十
六
人
で
あ
る
（
の
べ
と
言
う
の
は
⑭
と

㉔
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
死
ぬ
姬
叔
朙
の
よ
う
に
二
度
死
ぬ
人
物
が
い
る
か
ら
で
あ
る
）。

　

も
っ
と
も
六
十
六
人
全
員
が
封
神
表
に
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
人
物
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
自
然
死
し
た
文
王
（
第
二
十
九
回
）
と
宋
異
人
夫
妻
（
第
百
回
）
は
橫
死

者
で
は
な
い
の
で
封
神
の
對
象
外
だ
ろ
う
。
武
吉
の
過
失
で
事
故
死
し
た
兵
士
の

王
相
（
第
二
十
三
回
）
は
橫
死
者
で
は
あ
る
が
、
端
役
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
封
神

さ
れ
な
く
て
も
不
思
議
は
な
い
。
截
敎
（
衟
敎
異
端
派
）
の
龜
靈
聖
母
は
西
方
敎

い
う
㊟
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
八
十
二
回
か
ら
第
八
十
四
回
に
か
け
て
展
開
す
る

萬
仙
陣
の
戰
い
で
實
は
死
ん
で
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
要
は
人
數
合
わ
せ
で
あ

る
。
封
神
表
で
は
少
な
く
と
も
百
六
十
四
人
が
萬
仙
陣
死
亡
者
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。「
少
な
く
と
も
」
と
言
う
の
は
108
天
醫
星
錢
保
の
下
㊟
の
「
皆
萬
仙

陣
」、
160
十
惡
星
李
德
武
の
下
㊟
の
「
俱
萬
仙
陣
」
が
歬
の
ど
こ
ま
で
か
か
っ
て

い
る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」

と
言
う
の
は
百
六
十
四
人
中
に
は
朙
ら
か
に
萬
仙
陣
死
亡
者
で
は
な
い
四
人
が
含

ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
次
章
で
論
じ
る
）。
ま
た
封
神
表
に
は
「
萬
仙
陣
亡
」
の
㊟

記
は
な
い
が
本
篇
に
未
登
場
の
人
名
も
あ
り
、
結
局
、
三
百
七
十
一
人
中
、
本
篇

未
登
場
者
は
萬
仙
陣
死
亡
者
（
件
の
四
人
は
除
く
）
を
含
め
て
二
百
十
五
人
に
な
る
。

　

逆
に
本
篇
の
登
場
人
物
で
、
死
ん
だ
記
述
が
な
い
の
に
封
神
表
に
名
の
あ
る
者

が
十
八
人
い
る
。
049
東
斗
星
姬
叔
度
、
051
西
斗
星
黃
天
祿
、
052
西
斗
星
龍
環
、
057

中
斗
星
晁
雷
、
060
南
斗
星
周
紀
、
071
北
斗
破
軍
星
蘇
全
忠
、
081
太
陽
星
徐
蓋
、
110

宅
龍
星
姬
叔
德
、
111
伏
龍
星
黃
朙
、
112
驛
馬
星
雷
開
、
121
飛
廉
星
姬
叔
坤
、
127
五

鬼
星
鄧
秀
、
128
羊
刄
星
趙
升
、
129
血
光
星
孫
紅
焰
、
132
天
狗
星
季
康
、
141
歲
破
星

晁
田
、
246
地
魁
星
陳
繼
眞
、
366
感
應
隨
世
仙
姑
雲
霄
娘
娘
で
あ
る
。

　

十
八
人
の
う
ち
、
敵
方
の
人
物
は
112
雷
開
、
246
陳
繼
眞
、
366
雲
霄
娘
娘
で
あ
る
。

陳
繼
眞
は
音
の
通
ず
る
人
物
が
商
周
雙
方
に
登
場
す
る
が
（
崇
侯
虎
の
將
、
陳
繼
貞

と
蘇
護
の
將
、
陳
季
貞
）、
封
神
表
で
隣
り
合
う
247
地
煞
星
黃
元
濟
は
崇
侯
虎
の
將

な
の
で
、
陳
繼
眞
も
そ
の
つ
も
り
だ
ろ
う
。
敵
方
三
人
の
死
が
描
か
れ
な
い
の
は

お
そ
ら
く
ミ
ス
な
の
だ
ろ
う
が
、
殘
り
十
五
人
に
關
し
て
は
そ
う
と
も
言
え
な
い
。

十
五
人
は
す
べ
て
周
の
武
將
で
あ
り
、
周
の
武
將
の
戰
死
者
は
個
々
人
の
名
歬
は

出
さ
ず
、
人
數
だ
け
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
魔
家
四
將

一
戰
、
損
周
兵
一
萬
㊒
餘
、
戰
將
損
了
九
員
」（
第
四
十
回
、
卷
八
・
六
三
ｂ
）
と

い
う
具
合
に
。
十
五
人
も
周
軍
が
大
打
擊
を
受
け
た
戰
鬭
で
實
は
死
ん
で
い
た
と
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『
武
王
伐
紂
平
話
』
で
も
飛
虎
は
妻
を
殺
さ
れ
て
紂
王
に
反
す
る
か
ら
（
卷
中
・

八
ｂ
）、
來
歷
の
古
い
妻
が
封
神
表
に
名
が
あ
る
の
は
衟
理
で
あ
る
（
た
だ
し
『
武

王
伐
紂
平
話
』
で
は
妻
の
姓
は
耿
氏
に
作
り
、
妹
は
登
場
し
な
い
）。
し
か
し
『
武
王
伐

紂
平
話
』
で
は
飛
虎
は
こ
の
時
點
で
は
商
か
ら
離
反
す
る
だ
け
で
、
周
に
歸
順
す

る
の
は
武
王
東
征
の
途
中
な
の
で
（
卷
下
・
一
〇
ａ
）、
五
關
破
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
存
在
し
な
い
。
五
關
破
り
は
『
三
國
志
演
義
』
の
「
關
雲
長
五
關
斬
將
」（
嘉

靖
本
卷
六
）
を
燒
き
直
し
て
後
付
け
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
五
關
破
り
で
死
ぬ
總
兵
た
ち
も
後
付
け
だ
か
ら
、
封
神
表
に
名
を
缺
く
の
だ

ろ
う
。
以
下
の
章
で
は
こ
の
よ
う
な
檢
討
作
業
を
ゴ
シ
ッ
ク
體
の
死
者
す
べ
て
と
、

ゴ
シ
ッ
ク
體
で
は
な
い
が
印
象
的
な
死
者
若
干
名
に
對
し
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

二
　
四
大
諸
侯

　

②
④
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
死
者
は
紂
王
の
暴
虐
の
犠
牲
者
た
ち
で
あ
る
（
③
は
文

王
の
七
年
の
幽
閉
朞
閒
に
當
り
、
話
を
變
え
て
哪
吒
の
誕
生
か
ら
七
歲
ま
で
の
物
語
が
展

開
さ
れ
る
）。
犠
牲
者
た
ち
は
封
神
表
に
名
が
あ
る
者
と
な
い
者
に
二
分
さ
れ
る
。

本
稿
の
假
說
に
照
ら
せ
ば
、
名
が
あ
る
者
は
古
本
に
登
場
し
て
死
ん
で
い
た
は
ず

で
あ
り
、
名
が
な
い
者
は
記
載
忘
れ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
ゴ

シ
ッ
ク
體
の
重
要
人
物
で
あ
る
司
天
監
杜
元
銑
、
南
伯
侯
鄂
崇
禹
、
東
伯
侯
姜
桓

楚
三
人
は
古
本
に
登
場
し
な
い
か
死
な
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
第
九
十
七
回
、

滅
亡
閒
近
の
紂
王
の
歬
に
犠
牲
者
た
ち
の
亡
靈
が
現
れ
る
が
（
卷
二
〇
・
二
〇
ａ
～

二
一
ａ
）、
出
て
く
る
の
は
封
神
表
に
名
の
あ
る
梅
伯
、
趙
諬
、
姜
皇
后
、
黃
貴
妃
、

賈
氏
だ
け
で
（
最
後
の
二
人
は
⑥
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
死
ぬ
）、
杜
元
銑
、
鄂
崇
禹
、
姜

桓
楚
三
人
は
出
て
こ
な
い
の
も
、
古
本
で
三
人
が
登
場
し
た
り
死
ん
だ
り
し
な
か

っ
た
傍
證
だ
ろ
う
。

　

こ
の
三
人
に
ゴ
シ
ッ
ク
體
で
は
な
い
大
夫
膠
鬲
を
加
え
た
四
人
は
『
武
王
伐
紂

（
釋
尊
以
歬
の
佛
敎
）
の
敎
主
に
調
伏
さ
れ
た
あ
と
、
敎
主
の
弟
子
の
手
違
い
で
死

ぬ
が
（
第
八
十
三
回
）、
最
終
的
に
死
ぬ
と
し
て
も
、
一
度
、
西
方
敎
に
移
籍
し
た

者
は
中
國
の
神
に
な
る
㊮
格
を
失
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
若
干
の

例
外
は
あ
る
も
の
の
、
未
揭
載
の
死
者
の
ほ
と
ん
ど
は
他
例
に
照
ら
せ
ば
、
封
神

表
に
載
る
㊮
格
が
十
分
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
㊒
㊮
格
者
な
の
に
未
揭
載
の
死
者

が
約
六
十
人
も
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

六
十
人
の
中
に
は
單
な
る
記
載
忘
れ
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
誰
を
お
ぼ
え
て
誰
を
忘
れ
る
か
は
主
觀
に
左
右
さ
れ
る
。
そ
こ
で
主
觀
を

排
す
る
た
め
、
未
揭
載
者
を
ひ
と
ま
ず
地
位
の
高
下
に
よ
っ
て
機
械
的
に
分
か
つ

こ
と
に
す
る
。
附
表
で
ゴ
シ
ッ
ク
體
に
し
た
の
が
上
位
者
で
あ
る
（
た
だ
し
文
王

は
お
そ
ら
く
封
神
の
對
象
外
な
の
で
ゴ
シ
ッ
ク
體
に
し
な
い
）。
諸
侯
や
卿
は
上
位
者
で

大
夫
は
下
位
者
と
す
る
。
后
妃
な
ら
正
后
は
上
位
者
で
妃
妾
は
下
位
者
、
武
將
な

ら
一
軍
の
將
は
上
位
者
で
部
將
は
下
位
者
、
仙
衟
な
ら
一
門
の
師
は
上
位
者
で
徒

弟
は
下
位
者
で
あ
る
。
む
ろ
ん
影
の
薄
い
上
位
者
や
印
象
深
い
下
位
者
も
い
る
か

ら
、
地
位
の
高
下
は
記
憶
の
殘
り
や
す
さ
の
絕
對
的
な
規
準
と
は
な
し
え
な
い
が
、

だ
い
た
い
の
目
安
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

　

未
揭
載
者
は
二
十
八
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
滿
遍
な
く
分
布
す
る
の
で
は
な
く
、
特

定
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
偏
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
だ
け
で
な
く
、
彼
ら

の
死
ぬ
エ
ピ
ソ
ー
ド
自
體
が
增
補
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
わ
か
り
や
す
い

の
は
⑥
黃
飛
虎
反
商
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
死
者
で
封
神

表
に
名
の
あ
る
賈
氏
と
黃
貴
妃
は
黃
飛
虎
の
妻
と
妹
で
あ
り
、
名
の
な
い
張
鳳
、

陳
桐
、
陳
梧
は
商
周
を
隔
て
る
五
關
の
う
ち
、
三
關
の
總
兵
で
あ
る
。
商
の
武
官

ト
ッ
プ
の
黃
飛
虎
は
妻
と
妹
が
紂
王
の
た
め
に
橫
死
し
た
こ
と
で
出
奔
し
、
五
關

を
突
破
し
て
周
に
向
か
う
。
こ
の
と
き
、
飛
虎
の
邪
魔
立
て
を
し
て
命
を
落
と
す

の
が
三
關
の
總
兵
で
あ
る
（
二
關
の
總
兵
は
死
な
な
い
）。



『
封
神
演
義
』
の
改
作
に
つ
い
て

一
四
一

對
等
な
合
併
で
は
な
い
。
古
本
『
封
神
演
義
』
は
今
本
に
劣
ら
な
い
規
模
と
結
構

を
す
で
に
備
え
て
い
て
、
そ
の
一
部
を
『
列
國
志
傳
』
を
參
照
し
て
書
き
換
え
る

形
で
今
本
『
封
神
演
義
』
は
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
書
き
換
え
に
よ
っ

て
、『
武
王
伐
紂
平
話
』
で
は
死
な
ず
、
古
本
で
も
お
そ
ら
く
死
な
な
か
っ
た
姜

桓
楚
は
死
ぬ
こ
と
に
な
り
、
未
登
場
だ
っ
た
杜
元
銑
、
鄂
崇
禹
、
膠
鬲
は
登
場
し

て
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
書
き
換
え
は
本
篇
に
對
し
て
の
み
行
わ
れ
、
封
神

表
に
は
及
ば
な
か
っ
た
た
め
、
四
人
の
名
は
今
本
の
封
神
表
に
揭
載
さ
れ
な
い
ま

ま
に
な
っ
た
と
說
朙
で
き
る
。

　

た
だ
し
こ
の
說
に
は
一
見
不
利
な
情
報
も
あ
る
。
鄂
崇
禹
の
子
鄂
順
が
072
北
斗

貪
狼
星
と
し
て
封
神
表
に
名
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
の
假
說
で
は
、
こ
れ
は

鄂
順
が
古
本
『
封
神
演
義
』
に
登
場
し
て
死
ん
で
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
は
ず
で

あ
る
（
鄂
順
は
『
武
王
伐
紂
平
話
』『
列
國
志
傳
』
に
は
未
登
場
。『
封
神
演
義
』
で
は
父

の
死
後
、
南
伯
侯
を
繼
い
で
商
に
反
す
る
が
、
㉗
朝
歌
の
戰
い
で
死
ぬ
）。
だ
が
鄂
と
い

う
珍
し
い
姓
の
人
物
が
『
史
記
』
殷
本
紀
の
鄂
侯
（
紂
王
の
三
公
の
一
人
）
に
由
來

す
る
鄂
崇
禹
と
無
關
係
に
創
作
さ
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
鄂
順
が
い
た
な

ら
、
鄂
崇
禹
も
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
鄂
崇
禹
が
古
本
に
登

場
せ
ず
、『
列
國
志
傳
』
に
よ
っ
て
後
付
け
さ
れ
た
と
い
う
筆
者
の
說
に
見
直
し

を
廹
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
。
鄂
順
の
例
は
本
稿
の
假
說
に

對
す
る
反
證
で
は
な
く
、『
封
神
演
義
』
の
改
作
が
一
度
だ
け
で
は
な
か
っ
た
證

據
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。

　
『
列
國
志
傳
』
と
『
封
神
演
義
』
は
東
伯
侯
姜
桓
楚
、
南
伯
侯
鄂
崇
禹
、
西
伯

侯
姬
昌
（
文
王
）、
北
伯
侯
崇
侯
虎
を
も
っ
て
四
大
諸
侯
と
す
る
。『
武
王
伐
紂
平

話
』
で
は
鄂
崇
禹
は
登
場
せ
ず
、
姜
桓
楚
、
文
王
、
崇
侯
虎
は
登
場
す
る
が
、
四

大
諸
侯
は
構
成
し
な
い
。
す
る
と
鄂
崇
禹
だ
け
で
な
く
、
四
大
諸
侯
と
し
て
の
姜

桓
楚
、
文
王
、
崇
侯
虎
も
『
列
國
志
傳
』
を
參
照
し
て
古
本
『
封
神
演
義
』
に
導

平
話
』
に
遡
れ
ば
、
實
際
、
登
場
し
な
い
か
死
な
な
い
人
物
だ
が
（
死
な
な
い
の

は
姜
桓
楚
で
、
他
の
三
人
は
未
登
場
）、
四
人
に
は
も
う
一
つ
重
大
な
共
通
點
が
あ
る
。

『
列
國
志
傳
』
で
初
め
て
登
場
も
し
く
は
死
亡
し
た
人
物
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
舊
稿
で
觸
れ
た（

（1
（

。
こ
れ
は
今
本
『
封
神
演
義
』
の
成
り
立
ち
を
解
き

朙
か
す
重
要
な
情
報
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
『
封
神
演
義
』
と
先
行
作
品
二
種
の
關
係
は
『
武
王
伐
紂
平
話
』

→
『
列
國
志
傳
』
→
『
封
神
演
義
』
と
い
う
單
線
的
な
も
の
で
は
な
い
。『
列
國

志
傳
』
と
『
封
神
演
義
』
に
は
字
句
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
詩
が
何
首
も
あ
る
の
で
、

『
封
神
演
義
』
が
直
接
『
列
國
志
傳
』
を
參
照
し
た
の
は
疑
い
な
い
が（

（1
（

、
一
方
、

『
武
王
伐
紂
平
話
』
に
あ
っ
て
『
列
國
志
傳
』
に
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
登
場
人
物

が
『
封
神
演
義
』
に
は
あ
る
の
で
、『
列
國
志
傳
』
だ
け
を
參
照
し
て
『
封
神
演

義
』
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い（

（1
（

。
し
か
し
こ
れ
を
も
っ
て
『
封
神
演
義
』
は
『
武

王
伐
紂
平
話
』
と
『
列
國
志
傳
』
の
兩
方
を
參
照
し
た
と
解
し
て
は
不
正
確
も
し

く
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
『
列
國
志
傳
』
由
來
の
死
者
が
封
神
表
に
名
が

な
い
理
由
を
說
朙
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
說
朙
で
き
る
の
は
三
者
の
關

係
を
次
の
よ
う
に
考
え
る
場
合
だ
け
だ
ろ
う
。

　
『
武
王
伐
紂
平
話
』
は
文
章
が
梗
槪
同
然
で
、
小
說
と
し
て
は
文
字
數
に
比
し

て
情
報
量
が
過
多
（
登
場
人
物
や
出
來
事
が
多
す
ぎ
る
）
と
い
う
缺
點
が
あ
る
。
そ

こ
で
『
武
王
伐
紂
平
話
』
の
子
孫
は
文
章
に
肉
付
け
し
て
、
說
朙
を
詳
し
く
し
描

寫
を
洗
煉
さ
せ
る
方
向
に
發
展
し
た
が
、
そ
の
や
り
方
の
違
い
で
二
系
統
に
分
岐

し
た
。
文
字
數
は
そ
の
ま
ま
で
情
報
量
を
減
ら
し
、
情
報
の
中
身
を
多
少
入
れ
換

え
た
系
統
と
、
情
報
量
を
增
や
し
、
そ
れ
以
上
に
文
字
數
を
增
や
し
て
、
情
報
の

中
身
を
大
い
に
入
れ
換
え
た
系
統
で
あ
る
。
歬
者
の
末
裔
が
『
列
國
志
傳
』
卷
一

で
あ
り
、
後
者
の
末
裔
が
古
本
『
封
神
演
義
』
で
あ
る
。

　

こ
の
二
系
統
が
再
び
合
し
た
の
が
今
本
『
封
神
演
義
』
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
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作
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う（

（1
（

。
こ
の
改
作
者
は
他
の
改
作
者
と
違
っ
て
、

本
篇
で
死
者
を
增
や
し
た
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
封
神
表
を
修
正
す
る
こ
と
を
怠

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
勤
勉
な
改
作
者
が
改
作
し
た
範
圍
が
崇
侯
虎
關
聯
だ
け
で
な
く
、
他
の
四

大
諸
侯
に
も
及
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
南
伯
侯
鄂
順
も
死
ん
で
名
歬
が
封
神
表
に

補
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
鄂
順
が
北
斗
貪
狼
星
と
し
て
屬
す
る
五
斗
星
二
十

八
人
は
全
員
が
本
篇
に
登
場
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
未
登
場
者
も
含
ま
れ
る
の
で

（
068
北
斗
武
曲
星
黃
景
元
）、
鄂
順
は
未
登
場
者
を
削
る
こ
と
で
五
斗
星
に
加
え
ら
れ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　

と
楊
戩

　

死
者
の
全
員
が
封
神
表
に
名
が
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
二
つ
あ
る
。
③
と
㉖
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
哪
吒
と
と
も
に
後
付
け
で
插
入
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
③
哪
吒
出
世
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
死
ぬ
巡
海
夜
叉
李
艮
、
東
海
龍
王
三
太

子
敖
丙
、
石
磯
娘
娘
、
娘
娘
の
弟
子
碧
雲
童
子
は
哪
吒
と
哪
吒
の
師
、
太
乙
眞
人

に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
。
哪
吒
は
本
來
商
周
の
歷
史
と
は
無
緣
の
佛
敎
神
だ
か
ら
、

哪
吒
師
弟
に
殺
さ
れ
る
四
人
だ
け
で
な
く
、
哪
吒
自
身
が
『
封
神
演
義
』
に
後
付

け
さ
れ
た
人
物
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
舊
稿
で
論
じ
た（

（2
（

。

　

㉖
遊
魂
關
の
戰
い
（
總
兵
竇
榮
と
そ
の
妻
、
徹
地
夫
人
が
死
ぬ
）
で
活
躍
す
る
の
は

哪
吒
の
兄
、
金
吒
と
木
吒
だ
か
ら
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
哪
吒
が
後
付
け
さ
れ
た

の
と
同
時
の
改
作
に
お
い
て
、
兄
二
人
の
見
せ
場
と
し
て
插
入
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
遊
魂
關
の
戰
い
は
周
軍
本
隊
の
戰
い
で
は
な
く
、
周
と
結
ん
だ
東
伯
侯
姜

文
煥
が
主
戰
場
と
は
別
の
場
所
で
行
う
戰
い
だ
か
ら
、
獨
立
性
が
高
く
、
插
入
は

容
易
で
あ
る
。

　

た
だ
し
哪
吒
三
兄
弟
は
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
活
躍
す
る
か
ら
、
③
と
㉖
の
插

入
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
そ
れ
で
た
だ
ち
に
今
本
『
封
神
演
義
』
が
成
立
し

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
列
國
志
傳
』
を
參
照
し
て
四
大
諸
侯

を
導
入
し
た
改
作
の
あ
と
に
、
四
大
諸
侯
に
關
し
て
は
再
度
、
改
作
が
行
わ
れ
て

死
者
が
增
え
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
封
神
表
も
こ
の
と
き
は
例
外
的
に
修
正
さ
れ
た

こ
と
で
、
今
本
は
よ
う
や
く
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
古
本
は
一
種
だ

け
で
な
く
、
複
數
種
存
在
し
、
改
作
は
古
本
と
今
本
の
あ
い
だ
の
一
回
か
ぎ
り
で

は
な
く
、
複
數
の
古
本
閒
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
根
據
は
封
神
表
中
の
北
伯
侯
崇
侯
虎
に
關
わ
る
人
名
に
あ
と
か
ら
加
え
ら
れ
た

形
跡
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

封
神
表
の
七
十
二
地
煞
と
九
曜
星
は
全
員
が
萬
仙
陣
死
亡
者
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
（
七
十
二
地
煞
と
九
曜
星
の
標
題
の
下
に
「
俱
萬
仙
陣
亡
」
と
い
う
㊟
記
が

あ
る
）、
そ
の
中
に
崇
侯
虎
ゆ
か
り
の
人
物
が
三
人
混
じ
っ
て
い
る
。
七
十
二
地

煞
の
一
番
目
、
246
地
魁
星
陳
繼
眞
、
同
じ
く
七
十
二
地
煞
の
二
番
目
、
247
地
煞
星

黃
元
濟
、
そ
し
て
九
曜
星
の
一
番
目
、
318
崇
應
彪
で
あ
る
。
崇
應
彪
は
崇
侯
虎
の

子
で
あ
る
。
黃
元
濟
は
崇
侯
虎
の
將
で
あ
る
。
二
人
は
⑤
崇
城
の
戰
い
で
崇
侯
虎

と
と
も
に
死
ぬ
。
陳
繼
眞
は
同
音
の
陳
繼
貞
が
崇
城
の
戰
い
に
崇
侯
虎
の
將
と
し

て
登
場
す
る
（
第
二
十
八
回
、
卷
六
・
三
八
ａ
）。
死
ん
だ
記
述
は
な
い
が
、
主
君
父

子
や
僚
將
が
軒
並
み
殺
さ
れ
る
中
で
彼
だ
け
生
き
延
び
た
と
考
え
る
理
由
は
な
い
。

三
人
は
萬
仙
陣
の
戰
い
で
死
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
萬
仙
陣
死
亡
者
の

中
に
混
じ
っ
て
い
る
の
か
。

　

淸
末
の
鉛
印
本
は
封
神
表
か
ら
本
篇
未
登
場
者
の
名
を
削
っ
て
席
を
空
け
る
こ

と
で
、
死
ん
だ
に
も
關
わ
ら
ず
未
揭
載
だ
っ
た
人
物
を
表
に
加
え
た
が（

（1
（

、
こ
れ
と

同
じ
措
置
が
古
本
を
改
作
し
た
段
階
で
も
崇
應
彪
ら
三
人
に
對
し
て
は
例
外
的
に

行
わ
れ
た
と
考
え
れ
ば
筋
が
通
る（

（1
（

。
崇
應
彪
ら
三
人
に
限
っ
て
例
外
措
置
が
取
ら

れ
た
の
は
、
彼
ら
を
死
な
せ
た
改
作
が
他
の
改
作
と
は
異
な
る
と
き
に
異
な
る
改
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侯
）、
余
忠
（
鄂
順
の
將
）
は
影
が
薄
い
の
で
記
載
忘
れ
も
考
え
ら
れ
る
。
姚
庶
良

と
彭
祖
壽
は
設
定
上
の
地
位
こ
そ
高
い
が
、
そ
れ
ま
で
影
も
形
も
な
か
っ
た
の
が

第
八
十
八
回
、
孟
津
の
會
盟
に
參
じ
た
諸
侯
と
し
て
唐
突
に
名
が
擧
げ
ら
れ
（
卷

一
八
・
三
八
ｂ
～
三
九
ａ
）、
次
の
回
で
早
速
、
戰
死
す
る
「
や
ら
れ
役
」
に
過
ぎ

な
い
。
し
か
し
こ
の
三
人
以
外
の
未
揭
載
者
、
高
朙
・
高
覺
（
千
里
眼
・
順
風
耳
）、

袁
洪
ら
梅
山
七
聖
（
七
種
の
動
物
の
化
け
物
）、
龍
鬚
虎
（
一
本
足
の
怪
物
）、
鄔
文

化
（
二
十
萬
人
殺
し
の
巨
人
）
は
個
性
派
揃
い
な
の
で
、
記
載
忘
れ
は
考
え
に
く
い
。

彼
ら
人
外
の
未
揭
載
者
た
ち
も
未
死
か
未
登
場
で
說
朙
で
き
る
（
し
た
が
っ
て
未

揭
載
の
人
外
と
戰
っ
て
死
ぬ
姚
庶
良
ら
三
人
も
、
記
載
忘
れ
で
は
な
く
未
死
か
未
登
場
と

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
）。

　

高
朙
・
高
覺
は
『
武
王
伐
紂
平
話
』
で
は
二
人
に
相
當
す
る
人
物
（
名
は
離
婁
・

師
曠
と
さ
れ
る
）
が
死
な
ず
、
龍
鬚
虎
も
本
來
死
な
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
こ

と
は
舊
稿
で
論
じ
た（

（2
（

。

　

梅
山
七
聖
は
『
封
神
演
義
』
で
は
淸
源
妙
衟
眞
君
こ
と
楊
戩
に
よ
っ
て
討
ち

取
ら
れ
る
が
、
他
の
文
獻
で
は
二
郞
神
の
眷
屬
と
さ
れ
る
神
で
あ
る（

（2
（

。『
三
敎
源

流
搜
神
大
全
』
で
は
淸
源
妙
衟
眞
君
（
姓
名
は
趙
昱
と
さ
れ
る
）
の
蛟
退
治
を
述
べ

る
中
に
「
時
㊒
佐
昱
入
水
者
七
人
、

七
聖
是
也
」
と
い
う
文
が
あ
る（

（2
（

。『
西
遊

記
』
第
六
回
で
は
顯
聖
二
郞
眞
君
（
姓
は
楊
だ
が
、
名
は
未
詳
）
本
人
と
配
下
の
六

神
將
を
併
せ
て
梅
山
七
兄
弟
と
稱
す
る（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
『
封
神
演
義
』
の
梅
山
七

聖
も
楊
戩
の
配
下
と
な
る
べ
き
者
た
ち
で
あ
る
。
通
常
の
神
魔
小
說
な
ら
生
か
し

て
屈
服
さ
せ
れ
ば
配
下
に
で
き
る
の
だ
が
、
神
と
な
る
の
に
死
を
要
す
る
『
封
神

演
義
』
で
は
楊
戩
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
形
で
緣
を
結
ぶ
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
七
聖
は
封
神
表
に
名
を
缺
き
、
本
篇
に
も
死
後
、
何
の
神
に
な
る
の
か
、

直
接
的
な
說
朙
が
な
い
の
で
、
楊
戩
配
下
の
神
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
く
な

っ
て
い
る
（
事
實
、
鉛
印
本
は
七
聖
を
封
神
表
に
加
え
る
が
、
楊
戩
と
は
無
緣
の
星
神
に

入
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
全
面
的
な
改
作
も
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
の
痕
跡
が
ど
こ
か
に
殘
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
井
口
千
☃
は
『
三
國

志
演
義
』
に
は
關
羽
の
架
空
の
息
子
關
索
の
名
を
消
し
て
、
魏
延
や
馬
岱
の
名
に

置
き
換
え
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
小
手
先
の
改
變

が
『
封
神
演
義
』
の
哪
吒
に
關
し
て
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
、
探
し
て
み
る
と
、

⑰
靑
龍
關
の
戰
い
に
そ
れ
ら
し
き
痕
跡
を
見
出
せ
る
。

　

第
七
十
四
回
、
哪
吒
と
丘
引
（
靑
龍
關
總
兵
）
の
戰
い
を
述
べ
る
中
に
「
二
馬

相
交
」（
卷
一
五
・
四
五
ｂ
）
の
句
が
あ
る
が
、
哪
吒
が
乘
る
の
は
尋
常
の
馬
で
は

な
く
風
火
輪
な
の
で
、
こ
れ
は
お
か
し
い（

（2
（

。
こ
れ
だ
け
な
ら
戰
鬭
描
寫
の
常
套
句

を
手
癖
で
書
い
て
し
ま
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
同
じ
葉
（
四
五
ａ
）
で
哪
吒

は
末
子
の
黃
天
祥
を
失
っ
た
黃
飛
虎
を
慰
め
て
、「
小
將
軍
丹
心
忠
義
、
爲
國
捐

軀
、
淸
史

篇
、
永
垂
不
朽
、
亦
不
辜
負
將
軍
敎
養
之
功
」
と
言
う
。
や
ん
ち
ゃ

坊
主
の
哪
吒
ら
し
く
な
い
分
別
く
さ
い
物
言
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
黃
飛

虎
は
長
男
の
黃
天
化
も
失
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
南
宮
适
が
か
け
た
の
も
「
令

郞
爲
國
捐
軀
、
萬
年
垂
于
靑
史
」（
第
六
十
九
回
、
卷
一
四
・
五
二
ｂ
）
と
い
う
こ
と

ば
だ
っ
た
。
れ
っ
き
と
し
た
武
官
の
南
宮
适
な
ら
、
こ
う
言
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
。
靑
龍
關
の
戰
い
で
哪
吒
の
役
回
り
を
演
じ
て
い
た
の
は
本
來
、
南
宮
适
の
よ

う
な
、
馬
に
乘
っ
て
型
ど
お
り
の
セ
リ
フ
を
吐
く
人
並
み
の
武
將
だ
っ
た
と
想
像

で
き
る
。

　

㉕
孟
津
の
戰
い
も
哪
吒
同
樣
、
本
來
商
周
の
歷
史
と
は
無
緣
の
二
郞
神
楊
戩
が

活
躍
す
る
か
ら
、
後
付
け
で
插
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
孟
津
は
八
百
諸
侯
が

會
盟
し
た
こ
と
で
名
高
い
歷
史
的
根
據
の
あ
る
地
名
だ
が
、
經
史
で
も
『
武
王
伐

紂
平
話
』（
卷
下
・
一
〇
ｂ
）
で
も
こ
こ
で
戰
鬭
は
行
わ
れ
な
い
の
で
、
會
盟
以
外

は
後
付
け
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

　

孟
津
の
戰
い
で
死
ん
だ
未
揭
載
者
の
う
ち
、
姚
庶
良
（
右
伯
）、
彭
祖
壽
（
兗
州
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四

ど
變
ら
な
い
の
は
か
え
っ
て
不
審
と
も
言
え
る
。『
封
神
演
義
』
で
名
歬
が
鄔
文

化
に
變
化
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、『
武
王
伐
紂
平
話
』
か
ら
古
本

『
封
神
演
義
』
に
至
る
ま
で
に
烏
文
畫
は
名
歬
だ
け
で
な
く
物
語
も
相
當
に
變
化

し
、
こ
と
に
よ
る
と
命
を
永
ら
え
て
さ
え
い
た
の
が
、
今
本
『
封
神
演
義
』
で
は

『
列
國
志
傳
』
を
參
照
し
て
古
い
形
に
も
ど
さ
れ
、
鄔
文
化
は
元
ど
お
り
死
ぬ
こ

と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
鄔
文
化
の
未
揭
載
も
、
確
證
は
缺
く
が
、

古
本
で
死
な
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

四
　
妲
己

　
『
封
神
演
義
』
の
謎
の
一
つ
は
妲
己
の
名
が
封
神
表
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。
妲

己
の
妹
分
、
九
頭
雉
鷄
精
の
胡
喜
媚
と
玉
石
琵
琶
精
の
王
貴
人
の
名
も
な
い
が
、

二
人
は
『
武
王
伐
紂
平
話
』
に
未
登
場
だ
か
ら
、
そ
れ
を
未
揭
載
の
理
由
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
妲
己
は
『
武
王
伐
紂
平
話
』
に
登
場
し
て
死
ぬ
し
、

商
周
革
命
の
惡
役
と
し
て
不
可
缺
の
彼
女
が
登
場
し
な
か
っ
た
り
、
死
を
免
れ
た

り
す
る
中
閒
段
階
が
存
在
し
た
と
も
思
え
な
い
。

　

た
だ
し
『
武
王
伐
紂
平
話
』
ま
で
遡
れ
ば
、
妲
己
は
封
神
の
對
象
外
で
は
あ
る
。

『
武
王
伐
紂
平
話
』
で
封
神
さ
れ
る
の
は
戰
に
負
け
て
命
を
落
と
す
武
人
に
限
ら

れ
、
文
臣
や
女
性
は
橫
死
し
て
も
神
に
封
ぜ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
『
封
神
演
義
』

の
封
神
表
に
は
文
臣
や
女
性
の
名
も
あ
る
か
ら
、
封
神
表
が
作
ら
れ
た
段
階
で
は

封
神
の
對
象
は
す
で
に
擴
大
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
妲
己
が
化
け
物
で
あ
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ
た
可
能
性
で

あ
る
。
禽
獸
木
石
が
人
に
變
化
し
た
化
け
物
で
、
本
篇
で
死
ぬ
者
を
列
擧
す
る
と
、

千
年
狐
狸
精
の
妲
己
と
妹
分
二
人
の
ほ
か
に
石
磯
娘
娘
（
頑
石
）、
龜
靈
聖
母
（
烏

龜
）、
丘
引
（
蚯
蚓
）、
高
朙
（
桃
）、
高
覺
（
柳
）、
梅
山
七
聖
（
蛇
、
蜈
蚣
、
猪
、
羊
、

狗
、
水
牛
、
猿
）
が
い
る
。
こ
の
う
ち
、
封
神
表
に
名
が
あ
る
の
は
七
聖
中
の
戴

し
て
し
ま
っ
て
い
る
）。
し
か
し
朙
言
は
さ
れ
ず
と
も
、
梅
山
七
聖
の
稱
自
體
、
九

龍
島
の
四
聖
（
死
後
、
四
聖
大
元
帥
に
封
ぜ
ら
れ
る
）
や
金
鰲
島
の
十
天
君
（
天
君
は

雷
神
の
號
）
と
同
樣
、
死
後
の
封
を
先
取
り
し
た
稱
で
あ
り
、
七
聖
が
死
ん
で
楊

戩
配
下
の
神
に
封
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
豫
吿
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
七
聖
の

名
が
封
神
表
に
な
い
の
は
、
彼
ら
だ
け
で
な
く
、
主
の
楊
戩
自
身
が
古
本
に
未
登

場
だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
梅
山
七
聖
は
封
神
表
に
名
が
な
い
と
い
う
の
は
嚴
密
に
は
正
し
く
な
い
。

七
聖
の
一
人
、
戴
禮
の
み
099
力
士
星
と
し
て
名
が
あ
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

『
封
神
演
義
』
で
は
梅
山
七
聖
の
正
體
は
畜
生
で
あ
る
。
袁
洪
は
白
猿
精
、
常
昊

は
長
蛇
精
、
吳
龍
は
蜈
蚣
精
、
朱
子
眞
は
猪
精
、
楊
顯
は
羊
精
、
金
大
升
は
水
牛

精
、
そ
し
て
戴
禮
は
狗
精
で
あ
る
。
袁
洪
以
下
五
人
の
姓
が
正
體
を
暗
示
し
て
い

る
の
に
對
し
、
水
牛
の
金
大
升
と
狗
の
戴
禮
は
そ
う
で
は
な
い
。
狗
の
戴
禮
が
力

士
星
に
封
ぜ
ら
れ
る
の
も
似
つ
か
わ
し
く
な
い
（
鉛
印
本
で
は
力
士
星
は
巨
人
鄔
文

化
に
す
げ
替
え
ら
れ
て
、
戴
禮
は
181
荒
蕪
星
に
移
る
）。
戴
禮
は
元
々
狗
精
で
も
七
聖

で
も
な
い
人
閒
の
戰
死
者
だ
っ
た
の
が
、
楊
戩
が
後
付
け
さ
れ
た
際
、
七
聖
の
一

人
の
名
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

孟
津
の
戰
い
で
死
ん
だ
未
揭
載
者
で
問
題
な
の
は
巨
人
鄔
文
化
で
あ
る
。
彼
の

場
合
、
未
揭
載
の
理
由
を
登
場
し
な
か
っ
た
こ
と
や
死
な
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め

る
こ
と
は
一
見
、
で
き
そ
う
に
な
い
。
彼
は
『
武
王
伐
紂
平
話
』『
列
國
志
傳
』

『
封
神
演
義
』
に
一
貫
し
て
登
場
し
、
谷
閒
に
誘
い
こ
ま
れ
て
燒
き
殺
さ
れ
る
と

い
う
死
に
方
も
共
通
す
る
か
ら
で
あ
る
（
た
だ
し
『
武
王
伐
紂
平
話
』
卷
下
・
七
ａ
、

『
列
國
志
傳
』
卷
一
・
五
九
ａ
で
は
姓
名
は
烏
文
畫
に
作
る
。
ま
た
孟
津
の
戰
い
が
な
い

『
武
王
伐
紂
平
話
』『
列
國
志
傳
』
で
は
、
周
軍
は
黃
河
を
渡
る
歬
に
烏
文
畫
と
交
戰
す
る
）。

　

し
か
し
『
武
王
伐
紂
平
話
』
と
『
封
神
演
義
』
に
共
通
し
て
登
場
す
る
人
物
も

動
向
や
結
末
は
變
化
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
に
、
烏
文
畫
／
鄔
文
化
が
ほ
と
ん
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妲
己
と
他
の
化
け
物
を
劃
す
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
他
の
化
け
物
が
架
空

の
人
閒
に
化
け
て
架
空
の
人
名
を
名
乘
る
の
に
對
し
、
狐
狸
精
妲
己
は
人
閒
妲
己

を
殺
し
て
、
彼
女
の
名
歬
と
姿
を
奪
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
ま
ず
封
神
さ
れ

る
べ
き
は
狐
狸
精
妲
己
で
は
な
く
人
閒
妲
己
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
塚
亮
に
よ

る
と
、
後
世
の
戲
劇
に
は
實
際
、
人
閒
妲
己
を
神
に
封
ず
る
も
の
が
あ
る（
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（

。『
封

神
演
義
』
で
は
狐
狸
精
だ
け
で
な
く
人
閒
の
妲
己
も
封
神
さ
れ
な
い
が
、
な
れ
ば

こ
そ
、
人
閒
妲
己
を
差
し
置
い
て
狐
狸
精
妲
己
を
封
神
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

附
表
の
ゴ
シ
ッ
ク
體
の
人
物
で
殘
っ
た
の
は
⑯
の
火
靈
聖
母
と
⑱
の
一
氣
仙
余

元
で
あ
る
。
二
人
と
も
商
の
武
官
と
な
っ
て
い
た
弟
子
（
061
南
斗
星
胡
雷
と
131
孤
辰

星
余
化
）
が
戰
死
し
た
こ
と
で
、
復
仇
の
た
め
に
下
山
し
て
商
に
助
太
刀
す
る
が
、

あ
え
な
く
命
を
落
と
す
。
二
人
は
門
弟
を
抱
え
た
大
物
の
仙
人
な
の
で
ゴ
シ
ッ
ク

體
に
し
た
が
、
大
物
な
の
は
設
定
上
だ
け
で
印
象
は
い
た
っ
て
薄
い
。
火
靈
聖
母

は
火
仙
と
し
て
の
存
在
感
が
033
火
德
星
君
羅
宣
に
劣
り
、
余
元
は
弟
子
の
二
番
煎

じ
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
單
な
る
記
載
忘
れ
も
あ
り
う
る
が
、
二
人
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
蛇
足
な
上
、
展
開
が
判
で
押
し
た
よ
う
に
同
じ
で
後
付
け
が
容
易
だ
か

ら
、
二
人
の
未
揭
載
は
未
登
場
で
も
說
朙
で
き
る
。

　

以
上
で
封
神
表
の
重
要
な
未
揭
載
者
は
一
部
の
例
外
を
除
く
と
、
古
本
で
未
死

か
未
登
場
だ
っ
た
者
と
し
て
說
朙
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
部
の
例
外
に
當
る
者

は
そ
も
そ
も
封
神
の
對
象
外
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
（
西
方
敎
に
移
籍
後
に
死

ん
だ
龜
靈
聖
母
や
、
人
閒
妲
己
を
乘
っ
取
っ
た
狐
狸
精
妲
己
）、
こ
の
說
朙
は
封
神
の
對

象
者
な
の
に
封
神
表
に
名
の
な
い
重
要
人
物
す
べ
て
に
㊜
用
し
う
る
普
遍
性
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
『
封
神
演
義
』
に
お
い
て
、
本
來
死
な
な
か
っ
た
人
物
や
登
場

し
な
か
っ
た
人
物
を
死
な
せ
る
改
作
が
行
わ
れ
た
蓋
然
性
は
か
な
り
高
い
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。

禮
だ
け
で
あ
り
、
戴
禮
に
し
て
も
、
狗
精
の
戴
禮
な
の
か
疑
問
が
あ
る
こ
と
は
歬

章
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

た
だ
し
化
け
物
の
多
く
が
封
神
表
に
未
揭
載
で
あ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
彼
ら
が

封
神
の
對
象
外
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
桃
精
柳
鬼
の
高
朙
・
高
覺
は
封
神

表
に
こ
そ
名
を
缺
く
が
、
本
篇
で
は
死
亡
時
に
魂
が
封
神
臺
（
封
神
を
待
つ
魂
の
集

積
所
）
に
行
っ
た
こ
と
が
朙
記
さ
れ
る
し
（
第
九
十
一
回
、
卷
一
九
・
二
ａ
）、
死
ん

で
門
神
の
神
荼
・
鬱
纍
に
封
ぜ
ら
れ
る
設
定
が
あ
っ
た
こ
と
は
二
人
と
の
戰
い
が

描
か
れ
る
第
九
十
回
の
回
目
「
子
牙
捉
神
茶
玉
壘
」（
卷
一
八
・
五
八
ａ
）
か
ら
窺

え
る
。
梅
山
七
聖
も
そ
の
稱
自
體
が
二
郞
神
配
下
の
神
と
な
る
こ
と
を
豫
吿
し
て

い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
大
方
の
化
け
物
も
人
閒
の
死
者
同
樣
、
未
揭
載
の
理
由

は
未
死
か
未
登
場
で
說
朙
で
き
る
。

　

蚯
蚓
精
の
丘
引
は
ま
だ
檢
討
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
や
は
り
未
死
と
考
え
ら
れ

る
。
彼
は
靑
龍
關
の
總
兵
だ
が
、
⑰
靑
龍
關
の
戰
い
で
は
死
な
ず
、
㉒
萬
仙
陣
の

戰
い
で
再
登
場
す
る
。
し
か
し
何
の
活
躍
も
な
く
、
再
登
場
し
た
途
端
に
死
ぬ
の

で
（
第
八
十
四
回
、
卷
一
七
・
五
四
ａ
）、
靑
龍
關
で
生
存
さ
せ
た
意
味
が
な
い
。
思

う
に
丘
引
は
古
本
で
は
靑
龍
關
で
退
場
し
た
あ
と
、
再
登
場
せ
ず
、
始
末
を
付
け

る
必
要
を
感
じ
た
改
作
者
に
よ
っ
て
萬
仙
陣
の
戰
い
に
ね
じ
こ
ま
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
つ
ま
り
丘
引
も
本
來
死
な
な
い
人
物
で
あ
り
、
化
け
物
で
あ
る
こ
と
が
忌

避
さ
れ
て
封
神
表
に
名
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

し
か
ら
ば
妲
己
が
封
神
さ
れ
な
い
の
は
、
化
け
物
全
般
で
は
な
く
、
妲
己
個
人

が
忌
ま
れ
た
か
ら
な
の
か
。
鉛
印
本
は
石
磯
娘
娘
、
丘
引
、
梅
山
七
聖
は
忌
ま
ず

に
封
神
表
に
加
え
て
い
る
の
に
妲
己
三
姉
妹
は
未
揭
載
の
ま
ま
だ
か
ら
、
少
な
く

と
も
鉛
印
本
で
は
そ
う
な
の
だ
ろ
う
（
高
朙
・
高
覺
も
未
揭
載
の
ま
ま
だ
が
、
封
神
さ

れ
る
こ
と
を
示
す
本
篇
の
記
述
は
削
ら
ず
殘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
意
圖
的
に
揭
載
し
な
か

っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
）。
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こ
れ
ま
で
見
て
き
た
の
は
重
要
人
物
な
の
に
封
神
表
に
名
が
な
い
死
者
だ
が
、

重
要
人
物
と
は
言
え
な
い
未
揭
載
者
の
中
に
も
記
載
忘
れ
で
は
な
く
、
未
登
場
に

よ
っ
て
說
朙
で
き
る
者
が
い
る
。

　

⑩
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
第
四
十
三
回
、
周
を
攻
め
あ
ぐ
ね
る
商
の
太
師
聞
仲
の
も

と
に
金
鰲
島
の
十
天
君
が
來
援
す
る
。
彼
ら
は
十
絕
陣
を
布
い
て
、
姜
子
牙
た
ち

に
挑
戰
す
る
（
こ
こ
で
言
う
陣
と
は
軍
隊
の
陣
形
の
こ
と
で
は
な
く
、
諸
葛
孔
朙
の
八
陣

圖
の
延
長
線
上
に
あ
る
魔
術
的
な
結
界
の
こ
と
で
あ
る
）。
十
絕
陣
の
戰
い
は
ま
ず
周

側
の
武
人
や
衟
士
一
人
が
一
個
の
陣
に
入
っ
て
命
を
落
と
し
、
次
い
で
高
位
の
仙

人
が
陣
を
破
っ
て
陣
主
を
討
ち
取
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
﨤
し
て
、
一
個
一

個
攻
略
さ
れ
る
。
た
だ
し
二
陣
は
犠
牲
者
な
し
に
攻
略
さ
れ
る
の
で
、
十
絕
陣
の

戰
い
に
お
け
る
周
側
の
死
者
は
八
人
で
あ
る
。
こ
の
八
人
の
う
ち
、
三
人
が
封
神

表
に
名
が
な
い
。
名
の
あ
る
五
人
と
名
の
な
い
三
人
に
は
朙
確
な
違
い
が
あ
る
。

名
の
あ
る
336
增
福
神
韓
毒
龍
、
338
顯
衟
神
方
弼
、
337
掠
福
神
薛
惡
虎
、
339
開
路
神

方
相
、
350
納
珍
天
尊
曹
寶
は
十
絕
陣
の
戰
い
で
自
分
の
出
番
が
來
る
以
歬
か
ら
登

場
し
て
い
る
の
に
對
し
、
名
の
な
い
鄧
華
、
蕭
臻
、
喬
坤
は
十
絕
陣
に
應
戰
す
る

た
め
に
初
登
場
し
て

死
亡
す
る
こ
と
で
あ
る
。

席
の
犠
牲
者
三
人
が
後
付
け

で
あ
る
こ
と
は
歷
然
だ
ろ
う
。

　

し
か
ら
ば
十
絕
陣
は
本
來
、
三
陣
少
な
い
七
絕
陣
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

可
能
性
も
あ
る
が
、
諸
葛
孔
朙
の
八
陣
が
八
個
の
陣
で
は
な
い
よ
う
に
、
十
絕
陣

も
元
々
は
一
個
の
陣
の
名
稱
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
十
個

の
陣
と
解
釋
し
直
し
、
本
來
、
別
の
死
に
方
を
し
て
い
た
五
人
を
五
陣
の
犠
牲
者

に
再
配
置
し
、
新
た
に
三
人
の
犠
牲
者
を
創
作
し
て
三
陣
に
當
て
た
の
が
、
今
本

『
封
神
演
義
』
の
十
絕
陣
の
戰
い
な
の
で
は
な
い
か（

（2
（

。

　

た
だ
し
封
神
表
に
名
の
な
い
犠
牲
者
三
人
の
中
に
は
單
な
る
數
合
わ
せ
に
と
ど

ま
ら
な
い
者
が
一
人
い
る
。
秦
天
君
の
天
絕
陣
の
犠
牲
者
、
鄧
華
で
あ
る
。
第
四

十
五
回
、
秦
天
君
と
鄧
華
の
戰
い
は
次
の
よ
う
に
描
寫
さ
れ
る
。

一
個
是
雷
部
天
君
施
威
仗
勈
、
一
個
是
日
宮
神
聖
氣
槪
軒
昂
。
正
是
、
封
神

臺
上
標
名
客
、
怎
免
誅
身
戮
體
災
。（
卷
九
・
六
二
ａ
）

か
た
や
勈
猛
果
敢
な
る
雷
部
の
天
君
、
か
た
や
意
氣
軒
昂
た
る
日
宮
の
神か

聖み

。
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
、
封
神
臺
に
名
を
記
さ
れ
し
者
ど
も
、
い
か
で
か
身

を
殺
す
災
い
を
免
れ
ん
や
と
い
う
と
こ
ろ
。

　
「
雷
部
天
君
」
が
も
と
よ
り
秦
天
君
を
指
す
以
上
、
そ
れ
に
對
す
る
「
日
宮
神

聖
」
と
は
鄧
華
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
日
宮
」
と
は
太
陽
神
の
宮
殿
、
あ

る
い
は
太
陽
そ
の
も
の
を
指
す
か
ら
、
彼
は
太
陽
に
關
わ
る
神
で
あ
る
。
果
し
て

鄧
華
に
通
ず
る
鄧
化
と
い
う
姓
名
の
太
陽
神
が
他
の
神
魔
小
說
や
衟
敎
文
獻
に
登

場
す
る
。『
五
顯
靈
官
大
帝
華
光
天
王
傳
』
卷
二
「
靈
耀
大
閙
瓊
芲
會
」
則
で
は

鄧
化
は
卯
日
宮
に
勤
務
す
る
神
で
あ
る（

（2
（

。『
衟
法
會
元
』
卷
一
三
五
「
太
一
天
章

陽
雷
霹
靂
大
法
」
で
は
「
太
陽
引
駕
大
將
軍
鄧
化
」
と
稱
さ
れ
て
、
古
代
神
話
の

羲
和
の
ご
と
き
太
陽
の
御
者
と
し
て
遇
さ
れ
る（

（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
鄧
華
は
元
々
『
封
神
演
義
』
の
外
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
太
陽
神
だ

っ
た
。
後
付
け
の
跡
が
歷
然
と
し
て
い
る
鄧
華
が
由
緖
あ
る
神
で
あ
る
こ
と
は
、

『
封
神
演
義
』
が
既
存
の
神
々
を
加
え
る
目
的
で
改
作
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す

る
。

小　
結

　
『
封
神
演
義
』
の
封
神
表
に
は
本
篇
で
死
ん
だ
人
物
、
約
六
十
人
の
名
が
缺
け



『
封
神
演
義
』
の
改
作
に
つ
い
て

一
四
七

て
い
る
。
こ
れ
は
本
篇
を
改
作
し
て
彼
ら
を
死
な
せ
た
の
に
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

封
神
表
を
修
正
す
る
の
を
怠
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
崇
應
彪

な
ど
若
干
名
は
本
篇
の
改
作
に
合
わ
せ
て
封
神
表
に
名
歬
が
補
わ
れ
た
形
跡
が

あ
る
。
こ
れ
は
六
十
人
を
死
な
せ
た
改
作
と
は
態
度
が
異
な
る
の
で
、『
封
神
演

義
』
の
改
作
は
少
な
く
と
も
二
回
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
六
十
人
の
改

作
も
す
べ
て
一
度
に
行
わ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
改
作
は
二
回
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

孫
楷
第
は
か
つ
て
『
封
神
演
義
』
の
成
書
に
關
し
て
二
つ
の
可
能
性
を
提
示

し
た
。
第
一
は
「
自
元
而
後
，
遞
增
遞
演
，
乃
成
今
之
『
封
神
演
義
』」、
第
二

は
「
然
今
本
『
封
神
傳
』
以
淺
近
之
文
言
演
之
，
…
…
似
以
短
促
朞
閒
發
憤
爲
之

者
」（

（3
（

。
た
だ
し
孫
氏
は
こ
の
時
點
で
は
『
封
神
演
義
』
の
先
行
作
品
と
し
て
『
武

王
伐
紂
平
話
』
し
か
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
柳
存
仁
ら
に
よ
っ
て
『
列
國
志

傳
』
卷
一
も
ま
た
『
封
神
演
義
』
の
先
行
作
品
で
あ
る
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
る
と
、

孫
氏
の
第
一
の
說
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
り
、
第
二
說
の
よ
う
な
見
方
が
主
流
に
な

っ
た
。『
封
神
演
義
』
は
『
列
國
志
傳
』
の
あ
と
に
一
氣
に
成
っ
た
と
い
う
見
方

で
あ
る
。
だ
が
本
稿
の
推
定
は
孫
氏
の
第
一
の
說
、「
遞
增
遞
演
」
式
の
成
書
を

こ
そ
支
持
す
る
。『
封
神
演
義
』
は
時
閒
を
か
け
て
段
階
的
に
成
立
し
、『
列
國
志

傳
』
は
最
後
に
近
い
段
階
で
部
分
的
に
參
照
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
本
稿
で
俎
上
に
載
せ
た
改
作
は
、
封
神
表
と
本
篇
の
齟
齬
を
根
據
と

す
る
以
上
、
封
神
表
が
成
立
し
て
以
後
に
行
わ
れ
た
改
作
に
限
ら
れ
る
。
だ
が
封

神
表
成
立
歬
の
段
階
で
も
改
作
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
當
然
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
證
據
を
擧
げ
る
の
は
難
し
い
が
、『
武
王
伐
紂
平
話
』
ま
で
遡
れ
ば
、
そ
の

時
點
で
す
で
に
改
作
を
經
て
い
た
痕
跡
が
見
出
せ
る
。

　
『
武
王
伐
紂
平
話
』
で
は
紂
王
の
太
子
殷
交
は
太
歲
神
の
下
凢
と
さ
れ
る
（
卷

上
・
四
ｂ
）。
と
こ
ろ
が
『
武
王
伐
紂
平
話
』
に
は
太
歲
神
が
も
う
一
人
登
場
す

る
。
卷
下
・
八
ｂ
に
商
の
諸
將
の
姓
名
が
列
擧
さ
れ
、
併
せ
て
何
の
神
に
封
ぜ
ら

れ
る
か
、
㊟
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
に
「
戍
庚
、
此
人
封
爲
太
歲
神
」
と
い
う
記

述
が
あ
る
の
で
あ
る
。
戍
庚
は
ひ
っ
く
り
﨤
す
と
庚
戌
に
な
る
の
で
（「
戍
」
と

「
戌
」
は
通
用
す
る
と
見
な
す
）、
六
十
甲
子
太
歲
の
一
柱
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
な

ら
、『
封
神
演
義
』
に
332
値
年
太
歲
殷
郊
と
は
別
に
333
甲
子
太
歲
楊
任
が
い
る
よ

う
に
、
二
人
い
て
も
矛
盾
は
な
い
。
だ
が
庚
戌
が
十
干
十
二
支
を
代
表
す
る
謂
れ

が
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
「
歲
」
字
の
聲
符
は
「
戌
」
な
の
で
（『
說
文
』
二

上
）、
猢
猻
が
孫
姓
、
猿
が
袁
姓
、
蜈
蚣
が
吳
姓
を
名
乘
る
よ
う
に
、
太
歲
神
は

戌
を
姓
と
し
た
と
考
え
た
ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
戍
庚
も
狹
義
の
太
歲
神

に
ほ
か
な
ら
ず
、『
武
王
伐
紂
平
話
』
に
は
同
じ
神
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。

　

こ
の
矛
盾
は
次
の
よ
う
に
說
朙
で
き
る
。
戍
庚
は
『
武
王
伐
紂
平
話
』
の
中
で

創
作
さ
れ
た
人
物
だ
が
、
殷
交
は
架
空
で
あ
っ
て
も
、
元
々
『
武
王
伐
紂
平
話
』

の
外
で
廣
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
名
高
い
神
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
㊒
名
な
太
歲
神
殷
交
は

『
武
王
伐
紂
平
話
』
に
後
付
け
で
加
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
、
太
歲
神
が
目
立
た

な
い
一
部
將
と
し
て
、
す
で
に
登
場
し
て
い
た
こ
と
は
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
が
重
複
の
原
因
だ
と
。
つ
ま
り
二
人
の
太
歲
神
も
改
作
の
痕
跡
で
あ
り
、
孫

楷
第
の
言
う
「
遞
增
遞
演
」
が
『
封
神
演
義
』
に
局
限
さ
れ
な
い
、
武
王
伐
紂
の

物
語
全
體
に
涉
る
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
見
え
て
く
る
。
さ
ら
に
哪
吒
や
楊
戩
の

よ
う
な
商
周
の
歷
史
と
無
緣
の
神
を
登
場
さ
せ
る
改
作
が
『
封
神
演
義
』
に
始
ま

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
窺
え
る
。

　

元
代
か
ら
朙
末
に
至
る
ま
で
、
武
王
伐
紂
の
物
語
に
加
え
ら
れ
た
改
作
は
、

『
武
王
伐
紂
平
話
』
か
ら
『
列
國
志
傳
』
へ
の
改
作
や
、
古
本
『
封
神
演
義
』
に

『
列
國
志
傳
』
を
導
入
し
た
改
作
の
よ
う
に
史
實
に
寄
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

と
思
し
き
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
多
く
は
そ
れ
と
は
逆
方
向
、
商
周
の
歷
史
と
は
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本
來
、
無
緣
の
神
を
登
場
さ
せ
る
た
め
の
改
作
だ
っ
た
。
そ
れ
は
歷
史
小
說
の
榘

を
踰
え
て
神
魔
小
說
と
化
し
、
神
が
飽
和
狀
態
と
な
る
ま
で
や
む
こ
と
が
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
他
の
歷
史
物
語
に
は
な
い
特
異
な
現
象
が
、
な
ぜ
武
王
伐
紂
の

物
語
に
限
っ
て
生
じ
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

　

㊟
（
１
）　

拙
論
「『
封
神
演
義
』
の

本
に
つ
い
て
」（『
汲
古
』
第
五
十
一
號
、
二
〇
〇
七

年
）、
お
よ
び
「『
封
神
演
義
』
の
上
圖
下
文
本
に
つ
い
て
」（『
和
漢
語
文
硏
究
』
第

二
十
號
、
二
〇
二
二
年
）。

（
２
）　

拙
論
「『
封
神
演
義
』
第
九
十
九
回
の
問
題
」（『
汲
古
』
第
六
十
五
號
、
二
〇
一

四
年
）。

（
３
）　

拙
論
「『
封
神
演
義
』
版
本
槪
論
」（『
和
漢
語
文
硏
究
』
第
十
九
號
、
二
〇
二
一

年
）、
一
三
九
～
一
四
一
頁
。

（
４
）　

以
下
、
國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
の
藏
書
は
「
國
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
」（https://w

w
w
.digital.archives.go.jp

）
で
公
開
さ
れ
る
書
影
に
よ
る
。

最
終
ア
ク
セ
ス
日
、
二
〇
二
三
年
五
⺼
二
十
日
。

（
５
）　

舒
本
の
底
本
、
お
よ
び
廣
い
意
味
で
の
今
本
の
範
疇
內
に
あ
る
祖
本
に
つ
い
て
は
、

歬
揭
「『
封
神
演
義
』
の
上
圖
下
文
本
に
つ
い
て
」
で
論
じ
た
。

（
６
）　
『
武
王
伐
紂
平
話
』
は
內
閣
文
庫
藏
。『
列
國
志
傳
』
は
萬
曆
四
十
三
年
（
一
六
一

五
）
序
の
朱
篁
本
を
底
本
と
す
る
。
中
國
國
家
圖
書
館
藏
。「
中
華
古
籍
㊮
源
庫
」

（http://read.nlc.cn/them
atD

ataSearch/toG
ujiIndex

）
で
公
開
さ
れ
る
書

影
に
よ
る
。
最
終
ア
ク
セ
ス
日
、
二
〇
二
三
年
五
⺼
二
十
日
。

（
７
）　
『
武
王
伐
紂
平
話
』
全
三
卷
の
半
葉
數
の
合
計
は
八
十
三
。
每
半
葉
の
字
數
が
『
武

王
伐
紂
平
話
』（
二
十
行
二
十
字
）
の
ち
ょ
う
ど
半
分
（
十
行
二
十
字
）
の
『
列
國

志
傳
』
龔
紹
山
本
（
內
閣
文
庫
藏
）
は
卷
一
の
半
葉
數
が
『
武
王
伐
紂
平
話
』
の
ほ

ぼ
二
倍
の
百
六
十
七
だ
か
ら
、
字
數
は
ほ
ぼ
等
し
い
。『
封
神
演
義
』
舒
本
（
龔
紹

山
本
と
同
じ
十
行
二
十
字
）
は
『
古
本
小
說
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）
所
收
の

影
印
本
に
よ
る
と
全
二
七
九
八
頁
。

（
８
）　

魯
迅
『
中
國
小
說
史
略
』
第
十
八
篇
「
朙
之
神
魔
小
說
（
下
）」。
民
國
三
十
年
全

集
版
、
一
七
六
頁
。

（
９
）　

江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
版
の
標
點
本
『
封
神
演
義
』
の
章
培
恆
「
歬
言
」、

二
～
三
頁
。
た
だ
し
『
平
妖
傳
』
の
原
刊
本
に
言
及
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
泰
昌

元
年
に
は
『
封
神
演
義
』
は
未
成
書
だ
っ
た
と
す
る
見
解
に
は
同
意
で
き
な
い
。
筆

者
は
歬
揭
「『
封
神
演
義
』
の
上
圖
下
文
本
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
蘇
州
刊
の
舒

本
が
『
封
神
演
義
』
最
初
の
江
南
本
で
、
そ
れ
以
歬
は
建
陽
本
し
か
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
（
一
〇
七
頁
）。
し
た
が
っ
て
『
平
妖
傳
』
泰
昌
原
刊

本
の
時
點
で
は
『
封
神
演
義
』
は
ま
だ
全
國
的
な
評
判
を
勝
ち
得
て
お
ら
ず
、『
平

妖
傳
』
崇
禎
重
刊
本
ま
で
に
舒
本
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
初
め
て
江
南
人
の
眼
中

に
入
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）　

神
々
の
リ
ス
ト
は
原
文
に
は
名
が
な
い
。「
封
神
表
」
の
稱
は
、
二
階
堂
善
弘
監
譯
、

山
下
一
夫
・
中
塚
亮
・
二
ノ
宮
聰
譯
『
全
譯
封
神
演
義
１
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一

七
年
）
の
二
階
堂
の
コ
ラ
ム
か
ら
借
り
た
。

（
11
）　

歬
揭
「『
封
神
演
義
』
第
九
十
九
回
の
問
題
」、
四
九
頁
。

（
12
）　

上
原
究
一
「
百
回
本
『
西
遊
記
』
の
成
立
と
展
開

―
書
坊
閒
の
關
係
を
視
野
に

―
」（
東
京
大
學
大
學
院
人
文
社
會
系
硏
究
科
博
士
論
文
、
二
〇
一
六
年
）、
三
〇

頁
。

（
13
）　

十
五
人
中
の
051
黃
天
祿
は
商
周
の
戰
い
が
終
っ
た
あ
と
の
第
九
十
八
回
に
生
存
し

て
い
る
記
述
が
あ
る
が
（
卷
二
〇
・
三
九
ａ
）、
こ
れ
は
弟
の
黃
天
𣝣
の
誤
り
だ
ろ

う
。
天
𣝣
は
黃
家
の
祭
祀
を
絕
や
さ
ぬ
た
め
、
第
七
十
四
回
に
歬
線
か
ら
退
け
ら
れ

た
（
卷
一
五
・
四
七
ａ
）。

（
14
）　

歬
揭
「『
封
神
演
義
』
第
九
十
九
回
の
問
題
」、
五
〇
頁
。



『
封
神
演
義
』
の
改
作
に
つ
い
て

一
四
九

（
15
）　

柳
存
仁
「
元
至
治
本
全
相
武
王
伐
紂
平
話
朙
刊
本
列
國
志
傳
卷
一
與
封
神
演
義
之

關
係
」（『
和
風
堂
文
集
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）。

（
16
）　

二
階
堂
善
弘
『
封
神
演
義
の
世
界

―
中
國
の
戰
う
神
々
』（
大
修
館
書
店
、
一

九
九
八
年
）、
七
八
頁
。

（
17
）　

封
神
表
を
改
變
す
る
最
古
の
テ
キ
ス
ト
は
光
緖
十
五
年
（
一
八
八
九
）・
上
海
廣

百
宋
齋
鉛
印
本
だ
が
、
日
本
に
は
藏
さ
れ
ず
、
閱
覽
の
便
を
得
な
い
の
で
、
本
稿
で

は
鉛
印
本
は
架
藏
の
光
緖
十
六
年
・
珍
藝
書
局
本
に
よ
る
。

（
18
）　

萬
仙
陣
の
戰
い
で
死
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
の
に
封
神
表
で
萬
仙
陣
死
亡
者
と
し
て

あ
つ
か
わ
れ
る
人
物
は
ほ
か
に
108
天
醫
星
錢
保
が
い
る
（
下
㊟
に
「
皆
萬
仙
陣
」
と

あ
る
が
、
彼
は
⑬
張
山
ら
と
の
戰
い
で
死
ぬ
）。
し
か
し
崇
應
彪
ら
三
人
と
同
樣
の

解
釋
を
錢
保
に
對
し
て
も
行
っ
て
良
い
か
、
わ
か
ら
な
い
。
全
員
が
萬
仙
陣
死
亡
者

の
七
十
二
地
煞
・
九
曜
星
と
は
異
な
り
、
天
醫
星
を
含
む
075
～
189
羣
星
は
萬
仙
陣
死

亡
者
と
そ
う
で
な
い
者
が
混
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
區
分
は
非
常
に
亂
れ
て
い
る
の

で
、
錢
保
が
萬
仙
陣
死
亡
者
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
る
こ
と
に
單
な
る
誤
り
以
上
の
意

味
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
19
）　

崇
應
彪
は
『
武
王
伐
紂
平
話
』
に
は
登
場
せ
ず
、『
列
國
志
傳
』
で
初
め
て
登
場

し
た
が
、『
列
國
志
傳
』
で
は
『
封
神
演
義
』
と
異
な
り
、
崇
應
彪
は
父
と
運
命
を

と
も
に
せ
ず
、
生
き
て
崇
國
の
社
稷
を
守
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
（
四
四
ｂ
）。
た
だ

し
『
列
國
志
傳
』
で
も
崇
應
彪
は
最
終
的
に
は
死
ぬ
。
武
王
東
征
途
上
の
五
武
寨
と

五
星
寨
の
戰
い
に
商
軍
の
大
將
と
し
て
再
登
場
し
、
敗
死
す
る
の
で
あ
る
（
七
〇
ｂ

～
七
三
ａ
）。『
武
王
伐
紂
平
話
』
に
も
五
武
寨
と
五
星
寨
の
戰
い
は
あ
る
が
、
商

軍
の
大
將
を
務
め
る
の
は
父
の
崇
侯
虎
で
あ
る
（
卷
下
・
八
ｂ
～
九
ｂ
）。
し
か
し

『
詩
』
大
雅
・
皇
矣
、
文
王
㊒
聲
や
『
史
記
』
周
本
紀
な
ど
、
經
史
は
み
な
伐
崇
を

武
王
で
は
な
く
文
王
の
代
の
こ
と
と
す
る
の
で
、『
列
國
志
傳
』
は
史
實
に
合
わ
せ

て
崇
侯
虎
の
死
を
歬
倒
し
し
、
五
武
寨
と
五
星
寨
の
戰
い
に
お
け
る
崇
侯
虎
の
役
割

は
息
子
を
創
作
し
て
肩
代
り
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。『
封
神
演
義
』
に
は
五
武
寨
と
五

星
寨
の
戰
い
自
體
が
な
い
の
で
、『
列
國
志
傳
』
を
參
照
し
て
改
作
し
た
段
階
で
は
、

崇
應
彪
は
崇
城
の
戰
い
を
生
き
延
び
て
物
語
か
ら
退
場
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
再

び
改
作
さ
れ
て
、
崇
城
の
戰
い
で
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
20
）　

歬
揭
「『
封
神
演
義
』
第
九
十
九
回
の
問
題
」、
五
〇
頁
。

（
21
）　

井
口
千
☃
『
三
國
志
演
義
成
立
史
の
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
第
四

章
「
關
索
說
話
に
關
す
る
考
察
」。

（
22
）　

こ
の
お
か
し
さ
は
二
階
堂
善
弘
監
譯
『
全
譯
封
神
演
義
３
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇

一
八
年
）、
四
二
七
頁
の
㊟
が
指
摘
し
て
い
る
。

（
23
）　

歬
揭
「『
封
神
演
義
』
第
九
十
九
回
の
問
題
」、
四
九
～
五
〇
頁
。

（
24
）　

梅
山
七
聖
の
『
封
神
演
義
』
へ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
中
野
美
代
子
「
民
閒
信
仰

の
な
か
の
『
封
神
演
義
』

―
臺
灣
紅
頭
法
師
の
傳
授
書
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
伊

藤
漱
平
敎
授
退
官
記
念
中
國
學
論
集
』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
）、
六
一
八
～
六

二
一
頁
が
論
じ
て
い
る
。

（
25
）　
『
繪
圖
三
敎
源
流
搜
神
大
全
（
外
二
種
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）、

一
一
三
、
四
〇
〇
、
五
三
八
頁
。

（
26
）　
『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
の
『
西
遊
記
（
世
德
堂
本
）』
卷
二
・
五
ａ
～
六
ａ
（
一

三
一
～
一
三
三
頁
）。

（
27
）　

中
塚
亮
「
武
王
伐
紂
故
事
の
演
劇
に
お
け
る
展
開
―
「
進
妲
己
」
を
例
と
し
て

―
」（『
愛
知
淑
德
大
學
論
集
―
文
學
部
篇
―
』
第
四
十
八
號
、
二
〇
二
三
年
）、
三

二
頁
。

（
28
）　

第
三
十
一
回
、
蕭
銀
と
い
う
人
物
が
黃
飛
虎
の
五
關
破
り
に
協
力
し
た
あ
と
、「
後

來
蕭
銀
要
會
在
十
絕
陣
內
、
此
是
後
話
、
不
表
」（
卷
七
・
七
ｂ
）
と
い
う
、
十
絕

陣
で
の
再
登
場
を
豫
吿
す
る
一
文
と
と
も
に
退
場
す
る
が
、
十
絕
陣
は
お
ろ
か
、
二

度
と
登
場
し
な
い
。
こ
れ
は
十
絕
陣
の
戰
い
が
大
幅
に
改
作
さ
れ
た
痕
跡
か
も
し
れ

な
い
。

（
29
）　
『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
の
『
華
光
天
王
傳
』
卷
二
・
三
ａ
（
四
七
頁
）。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
五
〇

（
30
）　
『
衟
藏
』
正
一
部
。
上
海
版
、
東
三
・
八
ａ
。
鄧
化
の
原
型
は
追
日
神
話
の
夸
父

か
も
し
れ
な
い
。
夸
父
ゆ
か
り
の
地
名
に
鄧
林
（
桃
林
）
が
あ
る
が
（『
山
海
經
』

海
外
北
經
に
よ
る
と
、
夸
父
が
捨
て
た
杖
が
桃
林
と
な
っ
た
）、
唐
・
張
鷟
『
朝
野

僉
載
』
卷
五
に
記
さ
れ
る
異
聞
で
は
夸
父
は
「
鄧
夸
父
」
と
稱
さ
れ
る
。
鄧
化
は
そ

の
訛
で
は
な
い
か
。
夸
父
は
太
陽
の
う
し
ろ
を
走
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
い
つ
し
か

歬
後
が
入
れ
替
り
、
太
陽
の
追
走
者
か
ら
太
陽
の
御
者
へ
と
變
化
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
31
）　

孫
楷
第
『
日
本
東
京
所
見
小
說
書
目
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）、
三

頁
。
初
版
は
一
九
三
二
年
。

（
32
）　

二
階
堂
善
弘
『
朙
淸
朞
に
お
け
る
武
神
と
神
仙
の
發
展
』（
關
西
大
學
出
版
部
、

二
〇
〇
九
年
）
第
三
章
「
太
歲
殷
郊
考
」
を
參
照
。



『
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義
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附表　『封神演義』本篇の死者
エピソード 封神表に名のある死者 封神表に名のない死者

①蘇護と崇侯虎
の戰い

[2]048 東斗星金葵（奎），053 西斗星孫子羽 [2] 梅武

②紂王の暴虐
（文王拘幽歬）

[6]088 天德星梅伯（栢），[8]082 太陰星姜皇后，[9]083 玉堂星商容，
[10]090 天赦星趙諬

[4] 人閒妲己，[6]杜元銑，
[8] 姜環，楊貴妃，[11]鄂
崇禹，姜桓楚

③哪吒出世 [12] 李艮，敖丙，[13] 碧雲
童子，[14]石磯娘娘

④紂王の暴虐
（文王拘幽後）

[19]059 北極紫微大帝伯邑考，[27]067 北斗文曲星比干，089 ⺼德星夏招 [17] 膠鬲，[23] 王相

⑤崇城の戰い [28]247 地煞星黃元濟，[29]122 大耗星崇侯虎，318 九曜星崇應彪 [28] 梅德，金成，[29] 文王
⑥黃飛虎反商 [30]091 貌端星賈氏，109 地后星黃貴妃 [31]張鳳，[32]陳桐，陳梧
⑦張桂芳・四聖
との戰い

[36]084 天貴星姬叔乾，[37]001 淸福神栢鑑，[39]344 四聖王魔，346 四
聖高友（體）乾，345 四聖楊森，116 弔客星風林，115 喪門星張桂芳，347
四聖李興霸

⑧魯雄との戰い [40]327 水德星魯雄，117 勾殺星費仲，118 卷舌星尤渾
⑨魔家四將との
戰い

[41]353 增長天王魔禮靑，354 廣目天王魔禮紅，355 多文天王魔禮海，
356 持國天王魔禮壽

[40] 馬成龍

⑩聞仲・十天
君・趙公朙・三
霄娘娘との戰い

[45]017 秦（程）天君完，336 增福神韓毒龍，[46]338 顯衟神方弼，019 董
天君全，337 掠福神薛惡虎，020 袁天君角，031 閃電神金光聖母，022
孫天君良，[47]349 招寶天尊蕭昇，[48]023 百（栢）天君禮，339 開路神
方相，025 姚天君賓，350 納珍天尊曹寶，[49]024 王天君變，348 玄壇
眞君趙公朙，[51]367 感應隨世仙姑瓊霄娘娘，368 感應隨世仙姑碧霄娘
娘，026 張天君紹（詔），018 趙天君江，032 助風神菡芝仙，011 張天君節，
012 陶天君榮，[52]029 吉天君立，009 鄧天君忠，030 余天君慶，010 辛
天君環，008 九天應元雷聲普化天尊聞仲

[45] 鄧華，[46] 蕭臻，喬坤，
[48] 姚少司，陳九公，[51]
彩雲仙子

⑫蘇護・呂岳・
殷洪との戰い

[59]040 東方行瘟使者周信，041 南方行瘟使者李奇，042 西方行瘟使者朱
天麟，043 北方行瘟使者楊文輝，[60]013 龐天君弘（洪），016 畢天君環
（完），[61]153 五谷星殷洪，014 劉天君甫，015 苟天君章

[60] 武榮

⑬張山・羅宣・
殷郊との戰い

[62]108 天醫星錢保，[64]038 接火天君劉環，[65]033 火德星君羅宣，
107 皇恩星李錦，080 滕蛇星張山，[66]332 値年太歲殷郊

[64] 溫良

⑭洪錦との戰い [66]136 八敗星栢顯忠（栢忠） [66] 姬叔朙
⑮孔宣との戰い [69]002 炳靈公黃天化，[70]151 黑殺星高繼能 [69] 陳庚，孫合，周信
⑯佳夢關の戰い [71]078 玄武星徐坤，055 西斗星胡雲鵬，061 南斗星胡雷，[73]054 西斗

星胡升（昇）
[72]火靈聖母

⑰靑龍關の戰い [73]077 朱雀星馬方，062 南斗星高貴，063 南斗星余成，064 南斗星孫寶，
075 靑龍星鄧九公，[74]066 北斗天罡星黃天祥，358 哈將陳奇

⑱汜水關の戰い [75]131 孤辰星余化，[76]069 北斗左輔星韓昇，070 北斗右弼星韓變，
165 狼籍星韓榮

[74] 王虎，[75]余元

⑲界牌關の戰い [78]113 黃旛星魏賁，050 東斗星趙丙，053 西斗星孫子羽，119 羅睺星彭
遵，120 計都星王豹

⑳穿雲關の戰い [78]143 血光星馬忠，[80]125 欄杆星龍安吉，130 官符星方義眞，
[81]044 勸善大師陳庚，039 瘟㾮大帝呂岳，140 歲刑星徐芳

[81] 李平

㉑潼關の戰い [81]126 披頭星太鸞（欒），047 東斗星蘇護，[82]363 南方痘神余光，361
東方痘神余逹，364 北方痘神余先，362 西方痘神余兆，365 中央痘神余德，
359 碧霞元君余化龍

㉒萬仙陣の戰い [83]086 紅鸞星龍吉公主，085 龍德星洪錦，[84]046 斗母金靈聖母 [83]龜靈聖母，[84]丘引
㉓臨潼關の戰い [84]135 死符星卞金龍，[86]144 亡神星歐陽淳（平） [84] 桂天祿，[86] 卞吉
㉔澠池の戰い [86]133 病符星王佐，137 浮沉星鄭樁（春），005 中岳大帝文（聞）聘，004

南岳大帝崇黑虎，006 北岳大帝崔英，007 西岳大帝蔣雄，003 東岳大帝
黃飛虎，[87]096 土府星土行孫，097 六合星鄧嬋玉，[88]162 桃芲星高蘭
英，152 七殺星張奎

[86] 姬叔朙，姬叔昇，黃飛
彪

㉕孟津の戰い [91]333 甲子太歲楊任，[92]099 力士星戴禮，357 哼將鄭倫 [89]姚庶良，彭祖壽，[91]
高朙，高覺，常昊，吳龍，
龍鬚虎，[92] 鄔文化，余
忠，朱子眞，楊顯，金大升，
[93]袁洪

㉖遊魂關の戰い [94]竇榮，徹地夫人
㉗朝歌の戰い [94]074 北斗招搖星董忠，105 帝輅星 138 大殺星丁策，073 北斗巨門星

郭宸（振），123 小耗星殷破敗，[95]076 白虎星殷成秀，[96]072 北斗貪狼
星鄂順，065 南斗星雷鵾（昆），056 中斗星魯仁傑

[96] 雷鵬

㉘商の滅亡 [97]087 天喜星紂王，[98]163 鐵掃箒馬氏，[100]370 氷消瓦解之神飛廉，
371 氷消瓦解之神惡來

[97] 胡喜媚，王貴人，狐狸
精妲己，朱昇，[100] 宋異
人，孫氏
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